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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
ハンガリー語動詞接頭辞の多義構造にみられる文法化と活性化 

 

 前年度からの研究を継続して行った。ハンガリー語の動詞接頭辞は、「上へ」「下へ」など、空間移

動の方向を表す基本的（語彙的）意味をもつが、動詞に接続し、様々な抽象的意味や、文法化して完

了アスペクト（文法的意味）を表したりする。この文法化した動詞接頭辞の用法には、完了アスペク

ト付与だけでは説明できない意味の差異や、微妙なニュアンスがある。こうした意味の差異は、文法

化した動詞接頭辞が完全に語彙的意味を失ってはおらず、本来の語彙的意味が活性化されることによ

り生じると仮定し、この仮説を検証し、文法化と活性化により多義性が生じるメカニズムを明らかに

することを試みた。 

 具体的にはハンガリー科学アカデミー言語学研究所の言語コーパスや文学テキストなどを利用し

て、基動詞のアスペクト意味を考慮しながら、完了の機能を付加する接頭辞 meg や el が接続して

いる用例および接頭辞がついていない基動詞の用例を、コンテクストがわかるようにかたちで収集し、

意味の差異を分析した。 

 完了アスペクト付与だけでは説明できない意味の差異をもつ基動詞は、Vendler (1967) による動詞

のアスペクト分類において「到達動詞(Achievements)」と呼ばれる動詞クラスに特徴的にみられる

ことから、これらの動詞にとくに注目して使用例を収集した。到達動詞はそもそも完了的な事象を

表すことから、これにさらに完了アスペクトを付与してもアスペクト的にはかわらず、ちがいを説

明できないからである。 

 その結果、到達動詞は完了アスペクトの付与により、状態変化が完了するという意味が強調され

て、「ついに〜する」「やっと〜する」といったニュアンスが加わることがわかった。さらに日本

語の「〜てしまう」との共通点も見られることから、日本語との比較により、研究を発展させる可

能性があることもわかった。 

 

 


